
一斉臨時休業により未指導となった事項の補充等について

○ 臨時休業中に発生した授業時数の不足（例）

Ｒ元年度（３／２～２６）分
・授業日数 １８日

Ｒ２年度（４／８～５／１）分
・授業日数 １７日

授業日数 ３５日
授業時数２０３時間

今年度中に、203時間かけて補充指導を実施することは実質的に困難

年間を見通した教育課程の調整が必要となり、具体的な方法としては、以下
のような方法が考えられる。

① カリキュラム・マネジメントによる授業時数の工夫
② 短時間学習や長時間学習の実施
③ 長期休業期間の短縮や土曜授業の実施

大切なのは･･･

児童生徒の学習に著しい遅れが生じないようにすることや、
先々の学習に影響がないようにすること。

授業時数の確保を単に形式的に
行うのではなく、指導方法や指導
体制、教材等の工夫を行うことに
より、各教科等の指導に必要な時
間を実質的に確保する必要がある。

・「教科書を教える」のではなく、学習指導要領に示さ
れた内容を「教科書で教える」ことを意識すること。
・各学校において児童生徒の学びの実態を把握し、子ど
もたちに必要な学習を判断することで、教科書の取り
扱い等に軽重をつけて指導することが可能になる。



① カリキュラム・マネジメントの推進による授業時数の工夫

【例１】 Ｒ１年度の未指導分をＲ２年度に学習する内容に関連付けた授業の実施
（令和2年3月9日付け教委義第2091号「新型コロナウイルス感染症対策に伴う臨時休業期間における小学校、中学校及び義
務教育学校の指導内容の確認及び未指導の内容が生じた際の対応例について（依頼）」参照）

（例）Ｒ元年度未指導
５年生「角柱と円柱」

（6時間）

（例）Ｒ元年度未指導
５年生「角柱と円柱」

（6時間）

（例）Ｒ２年度指導内容
６年生「立体の体積」

（５時間）

・次単元のレディネスチェック
→ 家庭学習で把握
・立体図形の弁別
・角柱の概念、円柱の概念
・角柱や円柱の見取り図

・角柱や円柱の体積の求め方
・体積公式の導出

関連付けて扱い、時数を削減

【例２】 教科等横断的な視点で教育課程を見直し、授業を実施
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（例）中学校２年生
「多様な方法で情報を集めよう」

例えば、国語科の授業で「情報の収集」を指導事項とした場合は、話題と
して総合的な学習の時間の課題を活用したり、「表現・共有」の場面を総合
的な学習の時間の「まとめ・表現」の場に位置付けたりすることで、国語科
の指導に要する時間の削減を図る。（ただし、単元の指導事項である「情報
の収集」については、国語科の授業で確実に指導を行う。）



② 短時間学習や長時間学習の実施

各教科等の特質に応じ、10分から15
分の短い時間を活用して特定の教科等
の指導を行う場合において、教師が、
単元や題材など内容や時間のまとまり
を見通した中で、その指導内容の決定
や指導の成果の把握と活用等を責任を
もって行う体制が整備されているとき
は、その時間を当該教科等の年間授業
時数に含めることができること。

学習指導要領（第１章第２の３の（２）） ＜小学校での実施例＞

週の時間割の中に、
短時間や長時間等の授業を複数位置付け
ることにより、授業時間を確保。

（例）国語科〔書くこと〕の授業

・集めた情報を比較･分類する（1単位時間）
・整理した情報をもとに報告する文章を
書く（1単位時間）

もともと、90分要して学習を進めるところを、

60分の長時間学習１コマで実施
短時間学習や長時間学習を行った際の授業時数の算出
（例1）15分間の短時間学習を週3回行った場合

15分×3回＝ 45分→１単位時間
（例2）60分の長時間学習を週3回行った場合

60分×3回＝180分→４単位時間



③ 長期休業期間の短縮や土曜授業の実施

【例１】 夏季休業を短縮し、授業を実施

【例２】 土曜日に授業を実施

・ 学校管理規則の見直し
・ 各種行事等の確認・調整 等

・ 学校管理規則の見直し
・ 教員の振休など服務管理の調整 等
（週休日である土曜日に授業を行う場合には、教職員の勤務日及び勤務時間について、
各地方公共団体の条例等に則り、適切に振り替えを行うことが必要）

いずれの方法で実施する場合も、児童生徒
及び教職員の負担が過重とならないように
することが重要


